


    
    


    




    １
    夢をみた。

夢の中であなたは生きていて、私はとてもうれしかった。

けれど、またいつあなたの命が失われるのかと不安だった。

切ないけれど、とても幸せで、

それが甘えだと知りながら、私は夢から覚めたくなかった。


夜が輝く。

もっとも美しく、もっとも悲しい瞬間のために。

私の目には、すべてのものがはっきりと、くっきりと見えた。

月が完全なる円を描き、命の環が閉ざされるとき、

大地と溶け合うように、一体となる。

今までずっと足りなかったものが、初めて満ちたりる。

孤独からの解放と、惜別の痛みをともなって、

それでも世界は、喜びを歌う。

私の声にこたえて、愛する人の面影を映して、

あなたは産まれてきたのだ。



―――

私の子どもは、約４５０グラムの小さな体で産まれました。

産声は、上げませんでした。

この世でもっとも愛らしい赤ん坊でした。



この詩が、私と同じような悲しい思いをしたお母さん方の、

ほんの少しでもいいから、なぐさめになるように。



願いをこめて

宣芳まゆり（せんよし　まゆり）









    ２
    私が読んで、心がなぐさめられた本です。



流産・死産・新生児死で子をなくした親の会『誕生死―STILLBORN―』

楠桂『不育症戦記　生きた赤ちゃん抱けるまで』

池川明『ママ、さよなら。ありがとう』

豪田トモ『うまれる　かけがえのない、あなたへ』
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